
春
に
は
い
さ
さ
か
不
似
合
い
の
タ
イ
ト
ル
に
も
見
え
よ
う
が
、
筆
を
走

ら
せ
て
い
る
今
は
ま
だ
冬
。
私
的
に
ホ
ッ
ト
な
話
題
を
綴
る
こ
と
と
す
る
。

* 

* 

* 

二
O
一
一
一
年
一
一
一
月
一
七
日
か
ら
二

O
日
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
ヘ
ッ
セ
ン
州
カ
ツ
セ
ル
市
郊
外
に
位
置
す
る
カ
ッ
セ
ル
大
学
で
「
グ

リ
ム
兄
弟
会
議
二

O
二
こ

(
F
E
R
Eの
江
田

EE同
g
m
H
g
ω
N
S
N
)
が
開

催
さ
れ
、
筆
者
も
研
究
発
表
の
た
め
渡
独
し
た
。
総
合
テ

l
マ
は
「
メ
ル

ヒ
ェ
ン
、
神
話
そ
し
て
現
代
性
|
グ
リ
ム
兄
弟
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め

の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
二

O
O年
i
」
(
冨
昨

S
8・
冨
凶
込
町
。
ロ
ロ
ロ
円
円
冨
色
。
門
口
。
一

N
c
c
γ
F月
間
E
b
q
E
戸口門日出山口
ω
日
常

nug
門日
2
回
吋
口
色
。
吋
の
江
田
日
)
。
ド

イ
ツ
語
で
は
頭
文
字
M
が
頭
韻
を
踏
ん
で
い
る
の
だ
が
、
こ
の
小
気
味
良

い
リ
ズ
ム
が
和
訳
で
は
伝
わ
り
に
く
い
の
が
残
念
だ
。
ド
イ
ツ
の
み
な
ら

ず
世
界
各
地
か
ら
、
グ
リ
ム
童
話
、
児
童
文
学
、
神
話
、
文
化
学
研
究
者

な
ど
約
二

O
O名
が
集
い
、
四
日
間
熱
心
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

な
に
も
真
冬
の
寒
い
時
期
に
開
催
し
な
く
て
も
・
・
・
・
・
・
と
思
い
も
し
た
が
、

グ
リ
ム
兄
弟
編
集
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
(
通
称

「
グ
リ
ム
童
話
』
)
第
一
巻
第
一
版
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
一
二
年
二
一
月
二

O
日
の
記
念
日
に
照
準
を
合
わ
せ
、
カ
ッ
セ
ル
大
学
と
カ
ツ
セ
ル
市
と
ヘ

ツ
セ
ン
州
が
大
々
的
に
企
画
し
た
よ
う
で
あ
る
。
二

O
一
二
年
一
二
月
二

O
日
、
ち
ょ
う
ど
二

O
O
周
年
の
日
を
会
議
最
終
日
に
定
め
、
州
立
劇
場

で
の
フ
ン
パ

l
デ
ィ
ン
グ
作
オ
ペ
ラ
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

l
テ
ル
』
鑑
賞

図1 グリム兄弟と童話の登場人物が

描かれたワインのラベル

(筆者撮影)

の
夕
べ
が
、
会
議
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
だ
っ
た
。
幕
開
の
休
憩

'
時
間
に
会
議
参
加
者
や
議
員
さ

ん
た
ち
と
咲
か
せ
た
会
話
の
傍

ら
に
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
印
の
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
・
ワ
イ
ン

1
)
。
「
二

O
一
一
一
年
グ
リ
ム
年
」

(123) 4-

図



が
、
特
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
大
々
的
に
祝
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
グ
リ
ム

兄
弟
が
少
年
期
を
過
ご
し
、
図
書
館
司
書
と
し
て
職
に
つ
い
た
町
カ
ツ
セ

ル
に
お
い
て
、
そ
の
活
気
は
ま
た
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

* 

* 

* 

こ
の
時
期
に
町
を
華
や
か
に
す
る
も
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
ク
リ
ス

ヴ

ァ

イ

ナ

ハ

ツ

マ

ル

ク

ト

(

)

マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
(
者
巳

F
D
R
F
Z
E
R
}円
乙
で
あ
る
。
「
待
降
節
」

ア
ド
ヴ
エ
ン
ト

(〉門日

5
5
)
、
す
な
わ
ち
ク
リ
ス
マ
ス
前
約
四
週
間
の
ク
リ
ス
マ
ス
準
備
期

間
だ
け
、
ド
イ
ツ
各
都
市
で
開
催
さ
れ
る
冬
の
風
物
詩
で
あ
り
、

ト
広
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
露
天
商
が
立
ち
並
び
、
移
動
式
遊
園
地
が
お
目
見

え
す
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ

l
の
オ

l
ナ
メ
ン
ト
(
図
2
)
、
ド
イ
ツ
独

特
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
l
ス
(
図
3
)
、
独
特
な
香
り
の
す
る
香
辛
料
と
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
入
り
の
焼
き
菓
子
レ

l
プ
ク

l
へ
お
)
(
図
4
)
、
焼
き
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
焼
き
栗
、
焼
き
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
が
売
ら
れ
て
お
り
、
眺
め
る

マ
ル
ク

だ
け
で
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
そ
し
て
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
グ
リ
ュ

l
ヴ
ァ
イ
ン
(
の
E
V当
巴
ロ
)

図2 伝統的なツリーのオーナメン卜は藁細工

(筆者撮影)

と
い
う
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
で
あ
る
。
「
た
ぎ

る
ワ
イ
ン
」
と
い
う
名
の
こ
の
飲
み
物

は
、
ク
ロ

l
ブ
と
シ
ナ
モ
ン
、

レ
モ
ン

汁
に
砂
糖
を
加
え
た
赤
ワ
イ
ン
を
沸
騰

直
前
ま
で
温
め
た
も
の
で
あ
り
、

フ
ラ

ン
ス
で
は
ど
う
も
風
邪
を
ひ
い
た
と
き

に
し
か
飲
ま
な
い
ら
し
い
が
、

ド
イ
ツ

で
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
野

ツインマーマン家のクリスマス・リース

(筆者撮影)

図4 レープクーへンはプレゼント用にハート型
で吊り下げるタイプのものか‘人気

(筆者撮影)

(122) 

図3

外
の
屋
台
で
凍
え
な
が
ら
立
ち
飲
み
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
近
日
本
の
大

都
市
で
も
、
ド
イ
ツ
風
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
よ
く
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
日
本
の
冬
が
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
マ
イ
ル
ド
す
ぎ
る
た
め
、
グ
リ

ュ
I
ヴ
ァ
イ
ン
の
む
せ
か
え
る
よ
う
な
香
り
は
、
温
暖
な
気
候
で
は
強
烈

す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や
は
り
氷
点
下
の
屋
外
で
、
美
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
包
ま
れ
つ
つ
味
わ
っ
て
こ
そ
の
飲
み
物
だ
。

* 

* 

* 

-5 

グ
リ
ュ

l
ヴ
ア
イ
ン
の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
、
そ
の
容
器
で
あ
る
。

日
本
だ
っ
た
ら
紙
コ
ッ
プ
に
注
が
れ
て
出
て
き
そ
う
だ
が
、
ド
イ
ツ
で
は

必
ず
陶
器
の
マ
グ
カ
ッ
プ
で
提
供
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
マ
グ
カ
ッ
プ
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
町
ご
と
に
、
模
様
も
形
も
毎

年
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
ッ
プ
は
、
実
は
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
で
あ
る
。

一
杯
五

1
六
ユ

l
ロ

六
O
円
)

(二

O
一
二
年
一
一
一
月
の
レ

l
ト
で
約
五
五

0
1
六

で
買
っ
た
グ
リ
ュ

l
ヴ
ァ
イ
ン
を
飲
み
終
わ
り
、
庖
に
カ
ッ
プ



を
返
す
と
二
ユ

l
ロ

(
約
二
二

O
円
)
が
戻
っ
て
く
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

だ。

エ
コ
な
ド
イ
ツ
な
ら
で
は
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
も
、
そ
れ
だ
け
ワ
イ
ン

が
熱
い
の
だ
と
も
い
え
る
。
都
市
ご
と
に
毎
年
異
な
る
カ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
安
く
て
か
わ
い
い
も
の
が
大
好
き
女
子
の
収
集
魂
を
く
す
ぐ
っ
て

く
れ
る
。
二

O
一
二
年
の
カ
ツ
セ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
グ

リ
ュ

l
ヴ
ァ
イ
ン
用
マ
グ
カ
ッ
プ
は
、
二

O
二
一
年
一
二
月
の
カ
ツ
セ
ル

で
し
か
手
に
入
ら
な
い
の
だ
。

カ
ッ
プ
を
庖
に
返
さ
な
け
れ
ば
デ
ポ
ジ
ツ

ト
の
二
ユ

l
ロ
は
戻
っ
て
こ
な
い
が
、
記
念
の
カ
ッ
プ
は
手
に
入
る
。
ベ

ル
リ
ン
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
、
開
催

さ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
数
だ
け
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
グ
リ
ュ

l

ヴ
ア
イ
ン
の
カ
ッ
プ
が
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
集
め
る
た
め
に
各

地
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
巡
る
の
も
ま
た
一
興
で
あ
ろ
う
。

* 

* 

* 

実
は
、

カ
ツ
セ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
(
冨
昨
岳

24弓
巳

E
E岳
Z
E
R
E
)
と
呼
ば

れ
、
グ
リ
ム
童
話
に
ち
な
ん
だ
数
々
の
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

こ
れ
ま
で
か
な
り
熱
く
語
っ
て
き
た
グ
リ
ュ

l
ヴ
ァ
イ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
グ
カ
ッ
プ
に
は
、
毎
年
違
う
グ
リ
ム
童
話
の
挿
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
。

二
O
一
二
年
は
「
星
の
銀
貨
」
(
∞

R
E
S
-
2
)
だ
っ
た
(
図
5
右
)
。
ま
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
飲
め
な
い
人
に
は
、
屋
台
の
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
お

勧
め
で
あ
る
。
そ
の
カ
ッ
プ
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
を
象
っ
た
と

さ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
ピ
ラ
ミ
ッ
れ
と
グ
リ
ム
童
話
の
登
場
人
物
た
ち
、

そ
し
て
ほ
か
な
ら
ぬ
グ
リ
ム
兄
弟
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
(
図
5
左
)

0

図5 カッセル・クリスマス・マーケットの2012年オリジナルカップ

左 ホットチョコレート用、右:グリューヴァイン用(筆者撮影)

く毎ま
つ日た
で一
楽枚待
しず降
むつ節
クめに

ンリ
ダス
1 ~マ
のス
特・
大カ
版レ

が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

設

置

さ

れ

て

お

り
、
グ
リ
ム
童
話

の
数
々
の
お
話
の

ジ
オ
ラ
マ
が
、

(121) 

つ
ず
つ
納
め
ら
れ

て
い
た
(
図
6
図

-6 

7
)
。
ま
た
各
所
に

超
特
大
絵
本
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
が
立

図6 特大クリスマス・カレンダー(筆者撮影)

ち
止
ま
っ
て
は
楽
し
ん
で
い
た

(図
8
)
0
そ
れ
以
外
に
も
、
ブ
タ

の
丸
焼
き
を
作
る
サ
ン
タ
ク
ロ

，

l
ス
(
図
9
)
、
超
特
大
ク
リ
ス

マ
ス
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
(
図
叩
)
な

ど
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
さ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
も
の
ば
か
り
。

グ
リ
ム
研
究
者
の
筆
者
が
こ
う



っ
た
ら
、

い
う
の
も
樟
ら
れ
る
が
、
グ
リ
ム
の
お
と
ぎ
の
国
に
迷
い
込
ん
で
み
た
か

一
一
一
月
の
粉
雪
舞
う
夜
、

マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
温
か
い
グ
リ
ュ

I
・
ヴ
ア
イ
ン
片
手
に
散
歩
す
る

と
よ
い
。
た
だ
し
、
お
酒
は
一
一

O
歳
か
ら
な
の
で
あ
し
か
ら
ず
。

ひ
さ
こ
・
文
学
部
准
教
授

ー
お
お
の

カ
ッ
セ
ル
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
・
ク
リ
ス

クリスマス・カレンダーの窓の一つ

(いばら姫) (筆者撮影)

図7図8 子どもの背丈ほどの特大絵本(ラプンツ工ル)
(筆者撮影)

図9 豚を焼くサンタ(焼きソーセージ屋の屋台の屋根)

(筆者撮影)

図10 特大クリスマス・ピラミッド

(各階層に童話のジオラマ)

(筆者撮影)

【注】
(
1
)
正
確
に
は
、
二
一
月
二
四
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
か
ら
遡
る
こ
と
約
四
週
間
の
期

間
で
、
日
曜
日
が
必
ず
四
回
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
2
)
ド
イ
ツ
語
で
〉
仏
〈

g
g昨
E
ロN
(

ア
ド
ヴ
エ
ン
ツ
・
ク
ラ
ン
ツ
)
o

よ
く
あ
る
壁
掛

け
型
で
は
な
く
、
縦
の
枝
に
木
の
実
や
花
な
ど
で
装
飾
し
た
ド
ー
ナ
ツ
型
の
テ
ー
ブ
ル

飾
り
で
、
蝋
燭
が
必
ず
四
つ
立
っ
て
い
る
。
待
降
節
の
四
つ
の
日
曜
日
と
関
係
し
て
お

り
、
一
番
目
の
日
曜
日
が
く
る
と
蝋
燭
一
本
だ
け
に
火
を
灯
し
、
二
番
目
の
日
曜
日
に

は
二
本
日
の
蝋
燭
に
、
三
番
目
に
は
一
二
本
日
に
火
を
灯
し
な
が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
待

ち
わ
び
る
。
四
本
目
の
蝋
燭
に
火
が
灯
る
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
す
ぐ
そ
こ
に
や
っ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。

(
3
)
ド
イ
ツ
語
で
戸
巾
σ}門
戸
己
お
ロ
(
レ

l
プ
ク

l
ヘ
ン
)
。
秋
冬
に
出
ま
わ
る
焼
き
菓
子

で
、
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

l
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家
(
本
当
は
パ
ン
の
家
)
は
こ
の
レ

l
プ
ク

1
ヘ
ン
で
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
人
が
多
い
。
し
か
し
、
「
グ
リ

ム
童
話
』
の
ド
イ
ツ
語
原
文
に
は
、
ど
の
版
に
も
「
レ

I
プ
ク
l
へ
ン
」
と
い
う
記
載

は
な
い
。
た
だ
し
、
フ
ン
パ

l
デ
イ
ン
ク
の
オ
ペ
ラ
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

l
テ
ル
」
に

は
こ
の
お
菓
子
の
名
前
が
登
場
す
る
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
が
誤
解
の
原
因
だ
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

(
4
)
ド
イ
ツ
語
で
当
2
F
E円
F
Z
U
U
1
2
2区
内
(
ヴ
ア
イ
ナ
ハ
ツ
・
ピ
ラ
ミ

l
デ
)
。
一
八
、

一
九
世
紀
頃
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
の
か
わ
り
に
教
会
に
飾
ら
れ
た
と
い
う
、
ド

イ
ツ
の
エ
ル
ツ
山
地
に
源
を
発
す
る
伝
統
的
な
木
工
細
工
で
あ
る
。
聖
書
に
ち
な
ん
だ

幼
子
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
や
聖
歌
隊
の
合
唱
の
場
面
な
ど
が
再
現
し
て
あ
る
木
製
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
細
工
(
ジ
オ
ラ
マ
)
が
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
l
キ
の
よ
う
に
二
段
三
段
と
重
ね

ら
れ
、
そ
の
一
番
上
に
は
木
製
の
大
き
な
プ
ロ
ペ
ラ
が
付
い
て
い
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

周
り
に
は
蝋
燭
立
て
が
複
数
設
え
て
あ
り
、
蝋
燭
の
炎
の
揺
ら
め
き
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
る
の
だ
が
、
メ
イ
ン
テ
l
マ
は
蝋
燭
の
炎
が
作
り
出
す
上
昇
気
流
に
あ
る
。
そ
の

気
流
が
発
生
す
る
と
自
動
的
に
頂
上
の
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
転
し
、
そ
の
回
転
軸
に
連
動
し

て
い
る
各
段
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
細
工
が
、
歌
舞
伎
の
回
り
舞
台
の
よ
う
に
回
転
す
る
の
で

あ
る
。
最
近
の
野
外
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
電
動
式
の
も
の
が
多
い
が
、
や

は
り
ア
ナ
ロ
グ
な
方
が
、
炎
の
揺
ら
め
き
ゃ
蝋
燭
の
温
か
さ
も
感
じ
ら
れ
て
な
か
な
か

よ
い
。

(
5
)
ド
イ
ツ
語
で
は
〉
牛
耳
ロ
g
r丘町ロ門
H
R
(
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ツ
・
カ
レ
ン
ダ
ー
)
と
い
い
、

「
待
降
節
暦
」
と
い
う
意
味
の
い
わ
ば
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

待
降
節
が
始
ま
る
一
一
一
月
は
じ
め
(
場
合
に
よ
っ
て
は
一
一
月
末
)
か
ら
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ブ
(
一
二
月
二
四
日
)
ま
で
の
日
付
の
小
窓
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
日
が
く

る
と
同
日
の
小
窓
を
開
け
る
。
一
二
月
-
七
日
が
く
る
と
一
七
日
の
小
窓
を
聞
く
と
い

う
具
合
で
あ
る
。
お
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
カ
レ
ン
ダ
ー
だ
と
、
そ
の
小
窓
の
中
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
毎
日
ち
ょ
っ
と
ず
つ
の
贈
り
物
で
楽
し
み
な
が
ら

ク
リ
ス
マ
ス
の
到
来
を
待
つ
の
で
あ
る
。
カ
ー
ド
型
カ
レ
ン
ダ
ー
だ
と
、
小
窓
の
中
に

は
天
使
な
ど
の
美
し
い
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
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